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1
.

い ) 与 式 = 8 - 3

二 凸

( 2 ) 与 式 =

12 ab × 2 D

6 az

世
( 3 ) 42 = 16 .o

2

= 10 で 16 7 10 なので

4 7omm

( 4 ) 2 ( x - 5 y ) + 5 ( 2xt 3 y )
= 2x - 10 Y t 10 x t 15 y

= 12 x - 5

x = 土
.

y = - 3 より

12x - 5 y = 12 × 王 - 5 × (- 3 )1

= 6 - 15

= - 9
～～



( 5) 5 式 = 芝一主 必 3 = 3 × 主
=

Ʃ
=- Ʃ 6

=

然
( 6) 両 辺 に 4 をかけて

5x - 2 = 28

5 x = 30

x = 6
～m

( 7 ) { 2 xty
= 5 ー の①

x - 4 は = 7 ー②

① - ②× 2 より y = - 1 を ① に代入 して

2x ty = 5 2x t (- 1 ) = 5

2 x -81 2x = 6

9 y = - 9 x = 3

y = -
1

: x = 3
.
y = -

1～～～



( 8 ) x + 5 x + 2 は 因数分解 できないので
解 の 公式より

. 5 ±√ 5*
C=

2 × 1

=
( 9 )

√\
5 - a

5 P
? 0 0

邰

^
邰

ー
5 - a

、
ー
5 - a
.

邰 邰 0
\

5 cm
ノ

各辺 の長 さは 上 記 の 通 り 。 よて 求 める 長 さは
5 × 3
～

t ( 5 . a ) × 6
～

= 15 t 30 - 6 a

= 45 - 6 aommmm



( 1 o ) 231 を 素因数分解 すると

231 = 3 × 7 × "

よって

nt 2 =
3 .

7

, 1
,
21

,

33
.

77

であればは 整数となる

ここで n は 100 より 小 さい 素数 である : とに

注意 すると

n + 2 = 3 ⇒ n = 1 なので 不適
n + 2 = 7 ⇒ n = 5 で 適 する

～～

n t 2 = " ⇒ n = 9 なので 不適
n t 2 = 21 ⇒ n = 19 で 適する

～～

n t 2 = 33 ⇒ n = 31 で 適 する
～～

n t 2 = 77 ⇒ n = 75 なので 不適
ょ
,
て

n = 5 , 19 ,
31
～

( い ) D EF CG は 口 ABCD

を 時計 まわりに 450

)⑦ 回 転 したので

∠⑦ = 450

∴ ∠ x = 1800 - 457

= 135m



( 12 )

LBOE = 180- 42
?

= 1380

BE = CD = DEE より

= %
(46 LBOC = LCOD = LDOE

1380
よっ
LBOC = 138 ÷ 3

ィ

い = 46
～

⇒ BC に 対 する 中心角

∠ x は BE に 対 する 円周角 なので
∠ x = 46 ÷ 2

=23

( いる )

OADC と O BAC に

おいて
、へ 仮定 より

∠ DAC = LABC 一 ①
12

0

8
共通な 角 は 等 し … ので

^ I LACD- LBCA - ②
の
,
② より 2組 の 角 が

6

それぞれ 等 しいので ,OADCS OBAC



対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AD : BA = DC :ACG～8

8 AD = 72 ⇒ AD = 9
m

( 14 )

1 も 国 2 も 容器の 体積水 の 体積は 等しい
⇒ 水 が 入 っていない 部分 の 体積 も等 し…

しより水 の 入 っていない

部分 の 体積 は

。- s

ノ I × 6 × 8 × 4 =

9

I9

ー
12 ー

E
0 H

G 警所政ーδ



国 2 において
,
水 の 高 さを hcm ( o ≡ h ≡ 6 ) とする 。

～

DE = 6 cm より

辺 AB
.

辺 A C と 水面 との 交点 を G
.
H とする

。

国 2 の 水 の 入 ってない 部分 の 体積 を求める
には GH の 長 さが 必要 である

OAGH E OA B C において

GH 1/ B C より 同 位角 が 等 しいので
∠ AGH = LABC 一 ①
L AHG = LACB ー②

9
,
② より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので

LAGH SLABC

対応 する 辺 の 比 は 等 しので 、
AG : AB = GH :

BCLG
～

8

: 6 GH = 8 ( 6 . h ) ⇒ GH = 4 ( 6 - h )

したがって
, 国 2 の 水 の 入 っていない 部分 の 体積ば

12 × ( 6 - h ) × ( 6- h ) × 五
～

四角錐

= ⑪ 16 - h ) ー①

⑦=⑨ より

96 = % ( 6 -h )
:



両辺 × 8 より

18 = ( 6 - h )
2

h
-

12 h 18 = 0t

h
= 6 ± 33

Ʃ = 1
.
41 4 より

6 t 3 f = 6 + 3

× 1 . 414

= 10
.

2 42

ん = 10
.

24 2 は 不適O ≡ h ≤ 6 より

6 - 33= 6 - 3 × 1 . 414

= 1
. 7 5 8

O ≡ h ≤ 6 よりん = 1
. 758 は 条件 を満 たす

。

よって 国 2 の 水面 の 高 さは

6 - 3fcmmm



( 15) 底面 の 半径 が 4 cm より
,
底面 の 円周 の長さは

4 × 2 × π = 8 π cm
～

直径

この 円 周 が 3 回 転半 したので
,

き
ー 14

～

点 □ を 中 心 とする 円周 の 長 さは

8 π × 3
.

5 = 28 πcmmm

したがって 点 □ の 半径 を r cm とすると
.

2 xr × π = 28 π ⇒ γ = 14cmm～

これは 円 錐 の 母線 の 長 さに 等 しい

円 錐 の 表面積 = (半径 + 母線 ) ×半径 ×π
より 求 める 表面積 は

4 × 14 )( × 4 × Tπ = 18 × 4π

= 72 Tccm
～



(別解 )

ノ 1

14 r 14

⇒ )(x Q

L
4

午 ィ
⑨ E E

一 14

8Tc 8π

おうぎ 彡 の 周 の 長 さは 8π cm なので 中心角 を

x とするとと

14 × 2 × 36 = 8π ⇒

3⑪⑫
よって 求 める 表面積 は

4 × 4 × π + 14 × 14 ×π×
30
父ぶF

= 16 π + 196 π× 7
= 16 π + 56 π

= 172 πcmm



2
.

( い ) 毎分 120m
ゝ

① 1

3600
m

, 800m～駅 1800
m

国書館
1800 m の 地

点

から 図書館まで 1 800 m あり 、

毎分 120 mで 進 んだのでかかた 時間 は
1 800 ÷ 120 = 15 分

10時 50 分 に 国書館 についたので 1800 m

地点 を 出 発 した 時間 は

10 時 50 分 15 分 = 10 時 35 分 ～
～～

したがて
,
1800 m 地 点 で 休憩 した

時間 は

35分 30 分 =5

⑨

由

凸
5分



② 駅 から 国書館 まで 3600 m なので
姉 が 国書館 から 駅 にかかる 時間 は

3600 ÷ 24 0 = 15 分

。

姉 のグラフ 姉 のグラフは 左記 の

↓
⑦

通 りとなる
。

② したがって ① と ②

⑨ のグラフの 交 点 を

求 めれば良 い
。

0← 出会 う 時間

0

の ① のグラフについて

傾 き =

1⑳
30

= 60

原点 を 通 るのでグラフの ① の 式 は

y = 60xm
～

ー③

② のグラフについて

傾 き 一= - 240
切 れは ( 0 , 3600 ) なので 。 グラフ ② の 式 は
δ=- 240 x + 36～
一

の④



③ , ④ を連立 して

{ y = 60 x

y = - 240 x t 3600

よって

60x == 240 x t 3600 代入 法

300 x = 3600

x = 12

したがて 出会
た
時刻 は 10 時 12分
～

( 2 )

の 樹形国 は 以下 の 通 り

4 *
4

X
4 X

ー
3～ 5 0ぼ

。 :2 .
6 y

6 X

よて 積 が 奇数 となる 確率はは

意
②

上～
x枚



袋 B に 回 を x枚追加 したとする 。

⑦
A B 積 ⑨

A B 積
偶糸 偶賞 ッ

:

⇒ 偶数 2 通 り
～

⇒ 偶数 x + 3 通 り

～
L

奇数x 1 通 り ～
～

奇数 0 通 り
～

A⑨ B 積
カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で

、
2 - xt 1 t x + 3 t 2

*可 同
= 3 x t 9 通 り

剞奇 x通 り カ ー ドの 積 が 偶数 となるのは

: 2 t xt 3 + 2

月 百 可
⇒ 偶数 2 通 り
～

奇数 x 1 通 り
～

= x + 7 通 り

よって偶数 となる確率

煕



カ ー ドの 積 が 奇数 となるのは

xt " t O T xt 1 - 2 x
2

π 同
通り

⑦

よって 奇数 となる 確率 は

2
30c + 9
～

したが
9

=9
両辺 に 3 x t 9 をかけて
x t 7 = 2 x + 2

: x = 5

よって 5枚

( 3 )

点 A と 円 O が 接 する
⇒ 接線 I OA
となるように 作国

t すれば 良 い

0
.

0



3
.

( 1 )

/ 2 3 567 321 1 / 183 54 3
, 211 1

1計 3 611 17 計 1 2 101318

2 2 3 3356 2221 3742 , 8 320 1

計 2 4 7 101318 計 3101416

31 人 の 中央値 : デ ー タを 小 さ … 順 に 並べたときの
真 ん 中 の 値
⇒ 16番 目 の 生徒 の 値

ア : 中央値 = 50 ～ 60 , 最頻値 = 60 ～ 70 不適
イン 中央値= 40 ～ 50

.
最頻 値 = 20 ～ 30 適する

: 中央 値 = 50 ～ 60
. 最頻 値 = 60 ～ 70 不適

工 : 中央値 = 40 ～ 50 最頻値 = 60 ～ 70 不適

よ 。 て 答 えは久



( 2 )

範囲 = 最大値 一最小値
= 1 "0 - 5

= 分

第 1 四分位数 = 下位 デ ー タの 中央値

①
下位デー タの 中央値

中値

よ 。 て 第 1 四分位数= 分

(3 ) ①

下位 デ ー タ 上位 デ ー タ
邰 0 0 O 0 0 o

.
0 O B O O 0

ハ
の

一第 1 四分位数
中央値

第 3 四分位数



ア : グル ー プ = つ “②
下位 デー タ 上位 デ ー タ

邰 0 0 O 0 0 0 .

^
0 O O 0 O 0

ハ
の

中央値
ー 第 1 四分位数 "

45 ～ 50 分
第 3 四分位数

中 央値 が 45 ～ 50 分 なので 55 分 以下 の 生徒 は

少 なくとも 8 人 る

グル ー プ 2 について

下位 デ ー タ 上位 デ ー タ
邰 0 0 O 0 0 o .

^
0 O O O O 0

ハ
の

ー 第 1 四分位数 中央値 第 3 四分位数
い

55 ～ 60 分

第 1 四分位数 が 55 ～ 60 分 なので 55分以下 の

生徒 は 多 くても 4 人

グル ー プ 3 について

下位 デ ー タ 上位 デ ー タ
邰 0 0 O 0 0 O O O 0 0 O 2 0 O 0

ハ

じ
の

ー 第 1 四分位数
中央値

い 第 3 四分位数
50 ～ 55 分

中央値 が 50 ～ 55 分 なので 55 分 以下 の 生徒 は

少 なくとも 8 人 る

よってグル ープ 2 が 最 も 少 ない ⇒ 正 しい
mm



イアより 55 分 以下 の 生徒 が最 も 少 ないのは

グル ー プ 2 である 。
したがって

,
55 分以上 の 生徒

が 最 も 多 いのはグル ー プ 2 である 。

よって 誤 り
mn

ウ : グル ー プ 1 , グル ー プ 3 について 80 分以上

100 分未満 は 箱 ひげ国因 の
「 ひげ 」 の部分

である
。

⇒ ひげ」 の 部分 のデ ー タは 詳細 が分 から

ないため 。
確実 にいるかどうか 分 からない

よって 誤 り
～

ェ : グル ー プ 1 の 最 大値 : 110 分①
グル ー プ 2 の 最大値 : 105 分

グル ー プ 3 の 最大値 : 110 分

したがて 100 分 以上 の 生徒 は 必 ずいる
。

⇒ 正 し
～

よって 答 えはアー

② デ ー タの 散 らばりぐあいよ 範囲 の 大 きさと

四分 位範囲 の 大 きさで 決 まる

範囲 : 最大値 一 最 小 値

四分位範囲 : 第 3 四分位範囲 - 第 1 四分位範囲

箱 ひげ 国 より
、

グル ー プ 1 は 範囲 と 四分位範囲
mnn～～

がともに 最 も 大きいのでデー タの 散 らばり

“ めいが 最も 大 きい
～～



(参考 )

1
沃 ∴
四分位範囲

氷 範囲 :

4
.

しい )

ゝ錯

て
角

正三角形

0

0

OACE と O BCF において

仮定 から

CE = CF ー ①

OAB C は 正 三角形 なので
、

AC = BC ー②

AB 1 EC より 錯角 は 等 しので
③LACE = LCAB 一



O AB C は 正 三 角形 なので
LCAB = LACB = 60 ー ④

③
.

④ より

LACE = LACB ー ⑤

( =∠ BCF )

①
,
②

. ⑤ より 2組 の辺 とその 間 の 角 がそれぞれ
等 しいので OACE ≡ 0 BCF (証明終わり )

( 2 )

ァ

～

仮定
～～

結論

逆 は 仮定 と 結論 を 入 れ 替 えれば 良 い 。 よて

atb = 9 ならば
a

= 3 .
b

6mnw

ィ atb = 9 を 満 たし a = 3
.

b = 6 以外 の

組 み 合 わせを 答 えれば 良 い
。

:. a =
1
, b =

8
～

* a = 2
,
b =7 など 他 の 組 み 合 わせでも 良 い

( 3 )

A AB : BC ← 2 cm

っx
7( ) t

2
T

BC : cA t 7 cm

x より 最 も 長 い 辺 は AB である

r ⇒ AB が 斜辺
B ーx+ 7 i



AC = xcm とすると
BC = x ～

ActyAB
= (xt 7 )π鉛
= x + 9

よって 三平方 の 定理 より

x+ 9 ) (a
=

( x + '7 )
2
+ x

2

xt 18 x t 81 = x ← 14 x + 49 t x
2

x
2
- 4 x - 32 = 0

( x + 4 )(x - 8 ) = 0

: . x=
- 4

.

8

x 70 より x = 8

したがって
,
斜辺 の 長 さ ( = AB ) は

x 9 = 8 t 9
= 17cmm

5. I

く ) に欠関数 では
傾 き = 変化 の 割合
なので

、

傾 き = 変化 の 割合
← ( 2 ,

4 )

=

Y の 増加量

! x の 増加量
*s =

= 1



よって 求 める 直線 の 式 を Y = x b とおくと
A ( - 1 , ) を 通 るので

1 = - 1 t b ⇒b = 2

よ , て
Y
= x + 2 ～
～～

(2 )

Y = 5 x2

左 国図 のように 直角三角
oc
…σ

1

形 を考 えると 平方 の

……4 . 定理 より

話 BC = NR + 2

ー

=√5 cm
～

(3 )

点 P は ⑦ y = x の

グラっ 上 にあり
.

x =
1

なので

y = 12 = 1

…
…

…… : . PL )
～!

.

. i
i p

i⑦

: …;
- R

ー 1 1 I



点 Q は ⑨ Y = ax のグラフェにあり y = 4 なので

4 = a xs ⇒ x = ± @
O ∠ a 1 であり . 点 Q の x 座標 は 一 1 より 小 さい

ので
* Q 7 0 より

x = 民
a

2
=

正 の 数
÷

70r
: . Q ( -

2

. 4
)ra

一 正

の 数= 一正 の 数( ) o@

点 A C 点 P
.
点 B C 点 Q

はそれぞれ Y 座標 が
KK

2 寺 しので □ APBQ は
ー

…
…

…
…ンス「a 台形 となる

。

: ら よって 面積 は

産 …いい ( 2 t+ 2 ) × 3 × 1 = 12
ー 1

4 ( )× z 3 =12

r, 4 = 8 ⇒ = 4 ⇒ 4 ra = 2

両辺 を 2 乗 して
16 a = 4

燃



丘

( )

点 P は y = * x のグラフェに
あり

,

つx = 2 なので

Y = ュ x (- 2 )
2

= 2

…
…

8 : P ( - 2
,

2 )
～

証 微 2

に欠関数では 傾 き = 変化 の
V

s 妾 割合 なので
- 4 - 2

傾 き
=はの増加量
=4) = - 3

求 める 直線 の 式 を Y = - 3 x t b とおくと

PC- 2 ,

2 ) を通 るので

2 = - 3 × - 2 ) t b ⇒ b = - 4

: . y
- - 3 x -
4～



(2 )

0

点 P と 点 Q の x 座標
x= 七 で 等 しい。 また

、

点

Q は Y = - x + 4 の

グラフ 上 にあるので

y = - t + 4

Y = - xt 4
: . Q ( t . - t +
4)mmw

左 国 のように直角三角形-“

"ris) 'ss を 考 えると
、
三平方 の

Q ( t
,

- t+ 4 )1 定理 より
4 + t
/

ー

問 5() =( 4 + t ) + { 8 - 5 t + 4 ) } :
ヒ

=( 七 + 4 ) + ( t + 4 )
2

式 を 整理 すると
50 = t

+
8 t t 16 t t た 8 t + 16t

∴ 2 t + 16 t 18 = 0
-

ttft - 9 = 0

( t - 1 ) ( t + 9 ) = 0

こ = 1 - 9

- 4 ( 2 より t = 1 ～
m



②

0
$

Q
⑧譬 彡 ( t , - t+ 4 )

軍

ィ ク

⑦ ∞ ( 2 , 2 )
P . ノ

国
1 因 2

点 P と 点 Q
.

点 R と 点 S はそれぞれ x 座標 が
等 しいので DPQRS は 台形 となる ( 1 )

BQ = BR より 点 B は QR の 中 点 である。

点

R の x 座標を S とすると , y =
- x + 4 のグラフ

上 にあるので Y = - St 4 : R ( S , - S + 4 )

中点 の 座標 は 点 Q
.
点 R の 座標 の 平均 なので

x 座標 == 2 ⇒ S = 4 -
m

点 B の x座標



よって
,
R α Y 座標 は

- S + 4 = - ( 4 - t ) + 4 … S = 4 - t を代入

= ヒ ⇒ R ( 4 - tt )
mm

点 S は y = 上 x のグラフェにあり x座標 は

点 R と 等 しいので

y = 土 ( 4 - t )
p

⇒ S ( 4 - t
土 ( 4- t ))

～～

S ( 4 - t
. 土 ( 4 - tp )

( t . t + 4 )

Q
T

P
( t

, また ) R ( 4 - t
,
t )



以上 より

Pa =
- t + 4( ) - 五 t 2

= - It - tt 4

RS = 土 ( 4 - t) = t

= It - 5 t + 8

台形 の 高 さ = ( 4 - t ) - t

= - 2 t t 4 = 2 ( - tt )2

よって, PQRS の 面積 は

{ し -上 tt + 4 ) ← ( 上 t - 5 t + 8 ) } × 25 tt
) ～ ～

園

PQ RS

( - 6 t + 12 ) ( - t + ) =302
～～～

- 6 ( t - 2 ) × (- 1 ) ( t - 2 )
～ ～

: ( t - 2 )
2
= 5

t - 2 = ±√5 ⇒ t = 2 ±√5

2 < √5 く 3 より √5 = 2
.

…

2 + √5 = 2 + 2
.

… = 4… に 4 より 大 きい

2 - √5 = 2 - 2 . …
= -

0

…

- 4 人 t ( 2 より t

= 2 - 5mm


